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hisson,DaanMogot,isnowimmortalizedinan

importantstreet-nameinJakartaasoneofthe

earlyfallenheroesintheIndonesianWarofInde-

pendence.

TheMinahasaelectionsof1948wasthefirst

whenadultwomenwereallowedtovote,but

onlytwofemalemembershadaseatamongan

overwhelminglymalecouncil:onewasagovern一

meれtappointeewhiletheelectedmemberjoined

thepro-RepublicanBarisanNasionalIndonesia.

InApril1950theCouncilvotedforintegra-

tionwiththeRepublicofIndonesia.Atthetime

there was only one member representing

Twaprowhounderstandablywastheonlyone

whoopposedintegrationwhilethreeabstained.

Hisfollowingsoondwindledinnumbers,and

whenhediedafewyearslaternoneofhissup-

portersdaredtocomplywithhiswishthathis

coffinbecoveredwiththeDutchflag.Onlyhis

politicalopponents,membersofBarisanNasion-

alIndonesia,paidhomagetothisstaunchsup-

porterofTheNetherlandsbyburyinghimunder

theshelteroftheDutchtricolor.ltwasthusa

symbolicfuneralofanaivedream:naive,be-

causenosensibleDutchgovernmentatthetime

wouldeverthinkofaccordingtoMinahasaa

specialstatuswithintheirkingdom,andcertain-

lynotasa12thprovince.

(AdrianI3.Lapian･FacultyofLetters,

UniversityofIndonesia)

… ChristianPelras.TheBugis.ThePeoples

妻ofSouth-EastAsiaandthePacific.oxford:

…Blackwell,1996,Xviii+386p.

考古学者のP.BellwoodとⅠ.Gloverが編集をし

ている ｢東南アジア ･太平洋の人々｣ というシリー

ズの 1巻として,待望のブギス人の総括的な書物が

刊行された｡

このシリーズは,1993年以来 『ボルネオの人々』

『クメール人』『バ リ人』『ラピタの人々』 が出版さ

れ,『メラネシア人』『マオリ人』『マレー人』『フイ
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ジー人』『小スンダ列島の人々』も刊行が予定されて

いる｡ いずれも必ず しも明らかではない民族史の総

観の形をとっていながら,基本的な民族誌的情報を

盛 り込んでいるところに特色がある｡ 執筆者も民族

学者,歴史学者,考古学者と多岐にわたっている｡

本書の著者クリスチャン･ベルラスはソルポンヌ

出のフランス人であるが,1968年にマレーシア ･

ジョホール州のブギス移民コミュニティの調査から

スター トして,一貫 してブギス人の社会構造,世界

観,宗教,歴史,生業などを研究 してきている｡まと

まった著書がなかったので,その成果を集大成する

期待は高かった｡ベルラスは1978年か ら2年間ウ

ジュンパ ンダンにある-サヌッディン大学に付置さ

れたフォー ド財団支援の社会科学訓練所の指導の任

にマ トゥラダ教授とともに当たり,水準の高い研究

成果を訓練生の中から生み出している｡アメリカ,

イギリスの人類学者 (例えばJacquelineLineton,

SusanB.Millar,ShellyErrington,GregAcciaioli,

KathrynRobinson)が一地点での通年定着調査を

志向しているのに対 し,ベルラスは広域にわたって

息の長い調査活動を続けてきた｡それだけに従来に

ない包括的なブギスの民族史を集大成することがで

きたといえる｡刊行されているシリーズの中では,

バランスのとれた秀逸な 1巻といえる｡

本書は2部に別れる｡第 1部はブギス人の起源か

ら17- 18世紀の古典時代までを扱 う｡第 2部は社

会と文化と題されて,古典時代のモデルが伝統とし

て残っている面と,その変容とを取 り扱い,より民

族誌的な関心から書かれている｡

第 1部の第 2章は利用できる資料を概観 してい

る｡考古学遺跡 も遺物 も限 られており,また文献資

料 も14世紀以降に限られているという制約の中で,

四万年前とも言われる剥片石器文化以来の歴史をど

のように捉えるかというのはまだまだ議論が煮詰

まっていない ｡ ベルラスは第 3章でプロト･ブギス

先史期を,比較言語学および民族誌からの類推に基

づいて再構成する｡ボルネオのタマニック人 (ェン

バロ,タマン,カリス,バ リン)と南スラウェシ諸語

との類縁性 (K.A.Adelaarの説)に基づいて,両者

の原住地を東ボルネオに求める｡そこからタマニッ

ク･グループは西の内陸へ移住 し, プロト･南スラ

ウェシ･グループは海を渡って,サッダン川河口を
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その拠点としたという仮説を立てる｡混血を認めな

がらも, いわば白い血を持つ海岸部の交易者と土着

の赤い血の人からなる二重構造説をとなえる｡当時

はまだシデンレン･テンペ両湖を通る海峡が南スラ

ウェシ半島を分断 していた｡ したがって,サッダン

河口は,森林産物,鉄 ･金などの鉱物資源を得るた

めの戦略地点であるばかりでなく, ボネ湾-の通路

口にも当たっていた｡

この移住集団は,時と共に,マカッサル人,マン

ダル人, トラジャ人と別れていくが,同時に,土着

のオース トロネシア語系の先住民 と混交 していっ

た｡先住民は,移住者の言語を吸収すると共に,織

物,鉄鍛治,宗教観念を取り入れ,新 しい混合文化

を形成 していった｡上述 したように,先史時代にす

でに社会は交易を制御する支配的な貴族階級と土着

の人とのはっきりとした階層があったとする｡

先史時代と歴史時代 とをつなぐものとして, ガリ

ゴ譜と呼ばれる長大な叙事詩群の示唆する時代があ

る｡ この時代を第 2期の時代区分としてラ･ガリゴ

時代と名付け,第 4章早期文明の章を当てる｡ガリ

ゴ譜は基本的には天孫が人間界に降臨 して織りなす

物語であ り,最終的には神々は天上 と地 下界とに

去 っていき,醜い争いを繰 り返す人間が残されるこ

とになる｡おそらくこのガリゴ講をどのように解釈

するかがブギス民族史論の分かれ目となる｡ ベルラ

スは,11世紀か ら13世紀をこのガリゴ時代に比定

し,プロト･ブギス時代の早期金属期時代 (第 1期)

とも,次の時代の大小の王国が形成される封建社会

(第 3期)とも違 っていて,ルウ,チナ,ソッペンな

どの地方政治統一体を生み出したという.

14世紀以降は,ブギスの王国年代記を,ジャワの

ナガラクルタガマ,マラカのスジャラ･ムラユを始

めとしてポル トガル,中国などの外部資料と比定す

ることにより絶対年代を得 ることができ,また 17

世紀以降は西洋資料が増えるので,通常はこの時代

から歴史叙述は始まる｡問題はこの土着の年代記の

措 く王統史が必ずしもガリゴ講と直接結びつかない

ことであろう｡

第 3期 (14世紀後半から16世紀末まで) はオラ

ンダ植民地時代まで続 く王国の形成期である｡第 5

章をこれに当てる｡南スラウェシの地形が現在の形

に近づき,人口増加,稲作農業の技術革新,居住地

秤

の拡大と共に,領主,家臣,披統治者の契約関係に

基づいた封建システムが確立 した｡上層貴族間は領

国を越えた通婚関係を結びネットワークを広げた

が,同時に王国問の覇権争いもこの時代を特色づけ

るものである｡国家形成にインド的な影響がなかっ

たということ,そして都市を作 らなかったことが,

ブギスの特色であるという指摘は大切である｡

第 6章は,1600年 ごろか ら1669年までの第 4期

と, それ以降 18世糸己に至る第 5期とを扱う｡ 17世

紀初頭からイスラームが支配階層に受け入れられて

いく｡マカッサルのゴア ･タロ王国とそれに対抗す

るブギスのボネ王国 とが相争 った時代であり,マ

カッサル, ブギス,マンダルの船団が群島を席捲 し

出す｡ しか し,オランダがボネと組んでマカッサル

を占領する1669年を境に,南スラウェシは王国間

の覇権争いが少なくなり,比較的安定 した時代を迎

える｡ この第 5期をブギスの古典時代とする｡文芸

活動が盛んになり,イスラームが浸透 し,商人中間

階層が力を伸ばし,海洋交易ネットワークが確立さ

れていく｡

古典期以降は,19世紀 (1810-1906)の前植民地

時代 (第 6期),1906年から49年までの植民地時代

(1907-1941, 1942-1945, 1945-1950に細分され

る)(第 7期),それ以降 (1950-1965,1965-)現代

までを第 8期とする｡第 6期は,オランダの圧力が

徐々に伸びていき,南スラウェシのみならずスマ ト

ラ, マレー半島などの移民先でも商品作物が植えつ

けられ,世界経済の波に巻 き込まれなが ら,イス

ラーム志向の商人階層がますます重要性を増 して

いったとする｡第 7期はオランダが間接統治によっ

て植民地支配を強化 した時代と日本軍占領期,独立

戦争期をもその中に含めている｡

近代 とも言えるこれ らの時期を第 10章でまとめ

て記述 し,第 2部の 7章か ら9章は主 として 19世

紀後半の記録によりなが ら,｢伝統｣的なブギスの社

会文化について処々に深い洞察を加えながら再構成

する｡社会 (第 7章)は,親族組織,社会階層,支配

関係,パ トロンー クライアント関係などブギスの特

色を浮き彫りにする｡宗教,精神生活を概括 した第

8章は,価値椀,規範などにも等が及んでいる｡第

9章は物質文化と経済活動である｡衣食住,農業,

漁業 ･養殖業,織物産業,鍛治,船舶,運輸,航海術
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などを手際よくまとめている｡

このような歴史の流れを動か しているブギスの原

動力をベルラスはブギス ･アイデンティティに求め

ているようである｡ インドネシア国民として,ある

いはマレーシア,サバ, シンガポールの一員 となっ

ても, ブギスとしてのアイデンティティはより強 く

なってきているという｡最後に著者がまとめている

のに従えば,その特徴は三つになる｡第 1は,どこ

にいても, どんな時でも,最高の経済的チャンスを

求める性向である｡ 第 2は,周囲の状況に旨く適応

していく能力が上げられる｡第 3は,相反する価値

を場合に応 じて使い分けるということである｡厳格

な社会階層制度の中にあっても平等主義が生 きてい

る｡極端に競争主義であると共に,時には妥協を

もっぱらとする｡個人の名誉を重ん じると共に, ブ

ギス人としての紐帯に生 きる｡あるいは,勇気,巧

妙さ,篤心,商人根性 といった性格を評価する｡

これ らは大 旨納得できるブギス人の性格である

が,果たしてこれらがブギスにだけに見 られるもの

なのか,本当に歴史の原動力であったのかは更に検

証されねばならない｡ とくに 1, 2の性格は,海域

世界に特有の, あるいは移動によって場所を変える

こと (displacement)によって生まれて くる特徴と

も考えられる｡いわばディアスボラ, コミュニタス

という第 3の時空間が契機 となって引き出す特徴か

もしれない｡ブギス人に生得的な固有な動機 と見る

よりは,風土によって生まれてくる,彼の言 うイン

シュ リンディアに普遍的な,エコ ･アイデ ンティ

ティの一部という風に私は解釈 したい｡第 3の相反

する価値の共存 という点は,確かに従来のブギス論

が,社会階層意識が強い,競争的である,名誉のた

めには死をもいとわないといった一方的な価値観の

みを強調 していたのを矯正する上で貴重な指摘では

ある｡ しか し, この指摘がブギスを理解するのに有

効なためには,矛盾する価値の生活場面に応 じたバ

ランスあるいは相互関係のあり方が取 り上げられな

ければ問題は明 らかにならないのは当然であろう｡

このように歴史を動かす力をアイデンティティと

見るのは一種の還元主義 となろう｡ しか し,歴史に

仮託 したアイデンティティ論としては大変面白い｡

民族学者,人類学者の歴史学へのひとっの貢献であ

るのには間違いない｡ この意味で,結論 として時代
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区分が提示されているのは象徴的である｡民族学者

がブギス人の通史を読み取ると,その社会文化の変

化を8つの時代として解読 し得るということに外な

らない｡

謎の部分が多いブギス民族史を現在入手 し得る最

新のデータを尊区使 して,一応スタンダー ドな通史と

したことは,今後のブギス研究に益するところ大で

あろう｡ベルラス自身は 17世紀以前の社会文化に

ついての書物を別途準備中であるという｡本書は資

料 も広 く渉猟 しており,古川久雄,高谷好一,田中

耕司などの農業に関する結論をそのまま引用 してい

るのも好感がもてる｡

細かいことを言えば,マラヤ (Malaya)と同 じよ

うにマラカ (Malaka),マラユ (Malayu)として,

eを使わずにaをもって表記 していることが目につ

いた｡ また文献 リス トに含まれていない資料が数点

引用されている｡インデックスは,中項目主義とい

うか独特のスタイルを取っている｡知識を整理 して

学ぶのには良いが,事典的に不明な語嚢,あるいは

ブギスについてのキーワー ドを直接チェックすると

いう目的には添わない印象を受ける｡ ブギス語のエ

ントリーもピッス, ラ･ガリゴと地名以外は項目に

掲げられていない｡語棄集は別に作 ってもよかった

のではないかと思われる｡

(立本成文 ･東南研)

PatricioN.Abinales,ed.TheRevolution

Falters.･TheLeftinPhil如 inePoliticsafter

1986.Ithaca,NewYork:SoutheastAsiaPro-

gramPublications,SoutheastAsiaProgram,

CornellUniversity,1996,182p.

旧来のフィリピン共産党 (PKP)に対 し,｢ソ連現

代修正主義｣の下で ｢冒険主義的｣,｢機会主義的｣過

ちを起 こしてきたと批判を行い,新たに毛沢東主義

を基本 として 1968年に活動を開始 したフィリピン

共産党 (CPP)は,農村ベースの武力闘争 (持久的人

民戦争)を基本戦略にすえ,70年代,80年代に急速

に勢力を拡大 してきた｡そして,最盛期であるマル

コス政権崩壊直後の87年には,2万5,000人のゲ リ

ラを擁するまでに至 った｡ しか し, このCPPも90

年代に入 って深刻な党内対立を経験 し,急速に衰退


